
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　
フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　
ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

物部町大西●

県道久保大宮線

県道大豊物部線
至　別府

至　香北町

国道１９５線

●物部町大栃
物部町山崎●
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フ
ラ
ン
セ
ス
ク
・

　　　　　　

ジ
ョ
レ
ッ
ト
・
ナ
ヴ
ァ
ロ　　　

 　

 

（
ス
ペ
イ
ン
・
ヴ
ィ
ジ
ャ
ホ
ジ
ョ
サ
）

広報かみ平成広報かみ平成２２年２年１２月号２月号広報かみ平成２３年１２月号 広報かみ平成２３年１２月号２１ ２０

掲　

示　

板

　　
作：鳴鉢　ウノタ

(山田高校マンガ部)

 

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！　

私
は
フ
ラ
ン
セ
ス
ク
・
ジ
ョ
レ

ッ
ト
・
ナ
ヴ
ァ
ロ
で
す
。
ス
ペ

イ
ン
の
ヴ
ィ
ジ
ャ
ホ
ジ
ョ
サ
か

ら
来
ま
し
た
。
今
、
高
知
工
科

大
学
大
学
院
情
報
シ
ス
テ
ム
工

学
コ
ー
ス
に
留
学
中
で
す
。
専

門
は
Ｉ
Ｔ
で
す
。
子
供
の
時
か

ら
日
本
へ
来
た
か
っ
た
か
ら
、

今
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
で

も
、
こ
こ
に
６
カ
月
だ
け
い
ま

す
。
も
っ
と
長
く
い
た
い
で
す

ね…

。
今
日
は
皆
さ
ん
に
故
郷

の
祭
り
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ス
ペ
イ
ン
に
は
た
く
さ
ん
祭

り
が
あ
り
ま
す
が
、
私
の
町
の

有
名
な
祭
り
は
モ
ロ
ス
・
イ
・

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ス
で
す
。
ス

ペ
イ
ン
人
は
こ
の
祭
り
で
中
世

を
思
い
出
し
ま
す
。
ア
リ
カ
ン

テ
州
で
は
一
番
大
切
な
祭
り
で

す
。

　

祭
り
の
初
日
、
町
中
は
パ
ソ

ド
ブ
レ
を
弾
く
バ
ン
ド
の
パ
レ

ー
ド
で
あ
ふ
れ
か
え
り
ま
す
。

次
の
２
日
間
は
、
は
な
や
か
な

衣
装
の
コ
ス
プ
レ
で
着
飾
っ
た

モ
ロ
ス
（
イ
ス
ラ
ム
の
人
々
）

と
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ス
（
キ
リ

ス
ト
教
の
人
々
）
の
パ
レ
ー
ド

を
し
ま
す
。
４
日
目
は
、
中
世

の
色
々
な
出
来
事
の
劇
が
あ
り

ま
す
。
次
の
日
、
祭
り
は
最
高

潮
、
デ
サ
ム
バ
ル
コ
と
い
う
大

が
か
り
な
劇
の
よ
う
な
遊
び
の

よ
う
な
こ
と
で
大
盛
り
上
が
り

で
す
。
モ
ロ
ス
の
人
は
船
で
沖

か
ら
岸
に
や
っ
て
き
て
、
船
か

ら
ジ
ャ
ン
プ
し
て
攻
め
て
き
ま

す
。
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ス
の
人

は
海
岸
で
待
っ
て
応
戦
し
ま

す
。
い
っ
た
ん
、
モ
ロ
ス
は
町

を
征
服
し
ま
す
。
で
も
、
午
後

に
は
、
さ
ら
に
大
き
い
戦
い
が

あ
り
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ノ
ス
が

ま
た
征
服
し
ま
す
。
も
う
色
々

な
こ
と
を
し
ま
す
、
で
も
そ
れ

は
大
切
で
す
。

　

い
つ
か
ヴ
ィ
ジ
ャ
ホ
ジ
ョ
サ

の
モ
ロ
ス
・
イ
・
ク
リ
ス
テ
ィ

ア
ノ
ス
を
見
て
く
だ
さ
い
！
と

っ
て
も
楽
し
い
で
す
！

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

い
ひ
め

く
ん

コ
ち
ゃ
ん

　今月満１～３歳の誕生日を迎え

お子さんを紹介します

おたんじょうび
おめでとう

掲載を希望され

る方はお問い合

わせください。

締切日は誕生月

の前月１日まで。  

      総務課

    ☎５３－３１１２

問

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

今月の賞品今月の賞品今月の賞品今月の賞品今月の賞品

土佐鹿ソーセージ２袋

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

第 ２０２０ 回　かみかみクイズクイズ　第 ２０ 回　かみかみクイズ

ゆ
ず
ぼ
う
や応 募 方 法

解答は、今月号の誌面にあるよ。
携帯からメールで応募しよう。

全問正解者の中から抽選で３名様に贈呈！

プレーン味＆粗挽き山椒・生姜味プレーン味＆粗挽き山椒・生姜味プレーン味＆粗挽き山椒・生姜味

問　　総務課☎５３－３１１２

　
◆
山
田
小
学
校
人
権
セ
ミ
ナ
ー

　

日
常
の
お
子
さ
ん
の
ち
ょ
っ

と
し
た
行
動
か
ら
そ
の
想
い
を

く
み
と
る
コ
ツ
を
伝
授
し
ま

す
。
あ
な
た
に
も
「
あ
、
そ
う

だ
っ
た
ん
だ
」
と
目
か
ら
ウ
ロ

コ
の
大
発
見
が
き
っ
と
あ
り
ま

す
。

【
日
時
】

１
月
21
日
（
土
）
15
時
〜
17
時

【
場
所
】

山
田
小
学
校
体
育
館

※

入
場
無
料

【
講
師
】

灘　

裕
介
（
作
業
療
法
士
）

【
内
容
】

こ
ど
も
の
行
動
と
遊
び
の
意
味

〜
日
常
の
生
活
や
学
習
に
つ
な

が
る
子
育
て
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

〜【
問
い
合
わ
せ
先
】

山
田
小
学
校
☎
53
・
３
１
８
５

◆
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

【
日
程
】

２
月
11
日
（
土
）
〜
13
日
（
月
）

【
行
き
先
】

長
野
県
志
賀
高
原
ス
キ
ー
場

【
宿
泊
先
】
志
賀
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
（
丸
池
ス
キ
ー
場
前
）

【
参
加
費
】

約
４
３
，０
０
０
円（
リ
フ
ト
券

３
日
間
付
）
の
予
定
で
す
。

【
募
集
人
数
】
45
人
（
市
内
在

住
・
在
勤
の
方
を
優
先
）

※

定
員
に
な
り
次
第
、
キ
ャ
ン

　室町・戦国時代の土佐国

の名主※１は、自墾地を所

有し、一族郎党を率いて山

田氏（大中臣）の支配下にあ

ったが、長宗我部氏の支配

を受けるようになると領地

は召されて、家臣となった

名主は、土地を給され軍団

に組み込まれ、戦いに従軍

する義務が生じ、これを一領具足と言った。

　物部の名主はほとんどが領知※２され、山内氏の

時代も名本（庄屋）として村を治めたので、長宗我

部時代の古文書が多く残った。

　天文２４年（１５５５）に長宗我部国親が、大西二

郎左衛門尉と窪越後守に宛てた文書には、以下の

ようにある。

柳瀬は忠節を尽くし殊勝なことだ。願いのあった

梶佐古名へ柳瀬五郎兵衛の三男源左衛門に梶佐古

に土地を分与され、名本梶佐古を名乗らせること

を大西二郎左衛門に委ねるべく申し付ける

　大西土居は、県道久保大宮線大西分岐上流部に

あったが、水害を受けて移転し土居屋地の字名で

柚子畑になっている。

　物部槇山は、大忍荘※3に属し、ここの名主は自

墾地を荘園に寄進し、荘官となって実質的に支配

して権利を確保した。長宗我部時代の山崎村は、

山崎勘解左衛門の給地※4で、山崎家に残る古文書

には、以下のようにある。

「柳瀬氏に五町歩を給する」　弘治３年（１５５７）

「山崎氏に一町歩を給するので、忠節を尽せ」

　　　　　　　　　永禄５年（１５６２）３月３１日

「篠（ささ）氏に二町歩を給する」

　　　　　　　　　　永禄５年（１５６２）３月１７日

「山崎氏に正延名（香我美町）で四町歩を給する」

　　　　　　　　　永禄５年（１５６２）４月　７日

　このことから、永禄５年早春に元親が本山氏と

合戦をし、吉野城主野中肥後守の配下で韮生衆が

大きな働きをしたと考えられる。

　なお、梶佐古源左衛門は、元親に従って朝鮮に

戦い、天正２０年（１５９２）に戦死し文禄４年（１５

９５）盛親が子息に相続を認めている。

　　　　　　　　　　　　　　　（香美史談会）

※１集落の主　※２藩主から自墾地の所有を認め

られること　※３土佐国香美郡の荘園名　※４主

君から家臣に与えられた土地

香美史

記訪探
第30回 　　　　　
　　　　　みょうしゅ

　物部の名主 
    （物部町大西）　

ＦＡＸ

▼
庁
舎
落
成
の
〝
も
ち
投
げ
〞
。

表
紙
の
写
真
に
は
写
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
駐
車
場
の
西
側
で
も

〝
も
ち
投
げ
〞
が
行
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
光
景
に
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
。　
　
　
　
　

（
細
木
）

▼
庁
舎
見
学
に
は
、
た
く
さ
ん

の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

皆
さ
ん
か
ら
「
き
れ
い
な
庁
舎

が
で
き
ま
し
た
ね
」
と
、
う
れ

し
い
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。　
　
　
　

（
公
文
）

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

５１

さ
い
せ
ん

なもと

おおさとのしょう
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